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§1.緒 言

乳 酸 菌 に つ い て はMetchnicoffの 仮説 及び研

究26)に 始つ てMayer13),猪 野 或 は小 原 に よ り近次

考 究 され27) 28),乳 酸 菌製 剤 及 び乳 酸 菌飲 料 に まで発

展29),現 在 で は単 に食 料 品 で は な く医薬 品 と して取

扱 うべ き では な いか と さえ いわ れ る に至つ て い る30).

この乳 酸 菌 製剤 の 人体 に及 ぼ す影 響 は腸 内細 菌 に

対 す る もの で あ り 腸 内 細 菌 叢 の 変 化 で あ る.実

験 的 に はSchiller1), Kendal2),天 児3), Arnold4),

 Schieblich5),大 橋6), Smith7),吉 岡8)及 び矢 吹9)ら

の各 種 細 菌 を経 口的 に与 え て 腸 内細 菌叢 の変 化 を し

らべ,中 富10)は 混 合 培 養 で腸 球 菌 と大 腸 菌 との 拮

抗 作 用 を,矢 吹9)も 之 を認 め て い る.

臨 床 的 に は ア ノイ リナ ーゼ 症 治 療11)並 び に主 と

して乳 児 に於 い て勝 又 が 腸 内細 菌叢 の 変動 を12),更

に乳 児 栄 養 に乳 酸 醗 酵 乳 が 用 い ら れFykowk及

びMayer, Hanneberg, Bessan, Kleinachmidt,

 Duggliら が 検討 して い る13) 14) 16) 16) 17).又 詫摩 及び

庄 司,浅 見或 は 中村 らは 乳児 下 痢症 に用 いて 有 効 な

るこ とを 報告 して い る18) 19) 25).

一 方抗 生 物 質 が数 多 く発 見 せ られ 臨床 面 で 大 い に

用い られ その 有効 な る ことが 知 られ て い るが,抗 生

物 質 に よつ て 腸 内細 菌 は大 い な る影 響 を受 け て い る.

結 核感 染 症 に は ス トレプ トマ イ シ ンを主 とす る諸

種 化学 療 法 剤 が 用 い られ てい るが これ 等 に よつ て も

腸 内 細 菌が 影響 され る ことは推 察 し得 る.

そ こで 著者 らは抗 結核 化学 療 法 剤 に よ る腸 内細 菌

* ヤクル ト菌は人腸内で繁殖可能の特殊乳酸菌で代田稔博士が分離培養強化(累 代培養)し たもので

約18種 の菌(総 称して人腸保護菌と呼んでいる)を 含み1cc中2億 の生菌を算定し市販品は1本 当

り約60ccの 容量である.
** 岡山県乳酸菌ヤクル ト臨床研究所
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への影響を知り更に乳酸菌製剤による変化を調べる

ために第一に糞便pHを 測定 して検討し,第 二に

市販ヤクル トを飲用させることによつて如何なる変

化がみられるかを知るべ く本実験を試みるに至つた.

§2.検 査方法及び検査対象

糞便pH測 定方法 は成る可 く新鮮な糞便につい

て水素イオン濃度の測定を行つたが著者らは比色法

即ち東洋濾紙を直接糞便に用いてその変色による比

色測定法によつた.糞 便の着色によつて試験紙の変

色が損われないよう特に留意して行つた.

表1　 健康成人(ヤ クル ト飲用)糞 便pH値

検査対象の第一は健康成人を選び1～2日 隔きに

糞便のpHを 測定した.そ こで市 販ヤクル トを連

日1日1本 宛飲用せしめ同様に糞便pHの 測定を

試みた.検 査対象の第二は肺結核にて入院化学療養

中の患者から任意に選んで連日1本 宛市販ヤクル ト

を飲用せしめてこれについても1～2日 隔きに糞便

pHを 測定,更 に肺結核入院化学療養中の患者の糞

便pHを 測定 して比較検討する方法をとつた.な

お検査対象としては毎日排便あるものを選んだ.

§3.検 査 成 績 及び 考 按

検査成績は表1～3に 示した通りである.著 者ら

表2　 肺結核化学療養中患者糞便PH値
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表3　 肺結核化学療患者(ヤ クル ト飲用)糞 便pH値
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の測定では健康成人に於ける乳酸菌飲料の飲用前と

飲用後と比べて糞便pHに は大きな差がな く個人に

ついては測定毎に大きな変動を認めたが総括的にみ

ると図1の 如 く7.0を 中心にして酸及びアルカリ側

に,む しろアルカリ側に寄つて分布している.個 人

についての変動は中山その他が報告しているように

食餌の種類によつて影響れさるのである20) 21) 22) 23).

然 るに抗結核化学療養患者群では図2に みる如 く殆

んど凡てが7.0以 下 に分布し個人についても毎日の

変動は余り認められない.こ れは明らかに腸内細菌

I健 康 成人(ヤ クルト飲 用)糞 便pH値
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II肺 結核化 学療 養 中患者 糞 便pH値

III肺 結 被 化 学 療 養 中 患 者(ヤクルト飲用)糞便pH値

叢が抗結核化学療法剤によつて変化を受けている事

を示している.然 るに抗結核化学療養患者群でヤク

ル ト飲用群では図3に みる如 く殆んど健康成人のそ

れと似たpH値 を示しており,抗 結核化学療養群 と

趣きを異にしている.こ れは少 くともヤクル ト飲用

によつて腸内細菌が健康成人のそれに等しいこと即

ち人腸保護細菌の活動を示していると思う.既 に報

告したようにヤクル ト飲用によつて抗結核化学療養

者の一般状態の快変及び便通の正常化24)を 考え合

わすとき化学療法剤による腸内細菌への影響が乳酸

菌(特 に人腸保護菌)の 繁生によつて健康成人と著

変ない状態にあることが窺い知れる.な お抗結核化

学療養患者群の糞便pHが 酸性側に傾いていること

についてはス トレプトマイシンその他の抗菌スペク

卜ルを考え,又 糞便培養によつて糞便中の細菌を確

めるなど今後の研究によつて一層明らかになる事 と

思 う.

§4.結 論

健康成人の糞便pHを 測定しヤクル ト飲用による

影響を検討し更に抗結核化学療養患者の糞便pHを

測定して次の結論を得た.

(1)健 康成人の糞便pHは ヤクル ト飲用前と後を

比較して著変なし.

(2)抗 結核化学療養患者の糞便pHは 中性又は弱

酸性を示し健康成人と大きな差を示した.

(3)抗 結核化学療養患者ヤクル ト飲用群ではその

糞便pHは 健康人のそれに等しい分布を示し,ヤ ク

ル ト飲用により抗結核化学療養患者群 と大きな差を

示した.

稿を終るに臨み終始御示唆を賜つた日本大学歯学

部生理学教授栖原六郎博士及び講師高下弘夫博士に

感謝の意を表します.
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Clinical Effect of Yakult (Cow's Milk Fermented by Some Sort of
 "Family Lactbacilla

ceae" Commonly Sold as a Soft Drink)

Part I. Fluctuation of pH. of the Stool After Drinking Yakult.

By

Hisao Nanba
Hiroyuki Oonisi
Yosio Tanaka

and
Hukuziro Miki

Ooseikai Hospital, Okayama. (Director; Dr. Hisao Nanba.)

With the purpose to determine the fluctuation of pH. of the stool after drinking "Yakult", 

cow's milk fermented by some sort of "Family Lactbacillaceae", the authors made normal 

adults and patients with lung tuberculosis drinking one bottle (60cc) a day of Yakult succes

sively, and estimated the pH. of their stool colorimetrically and obtained following results.

1. In the case of normal adults taking a bottle (60cc) of Yakult a day successively, 

no marked fluctuation can be recognized.

2. In the case of patients with lung tuberculosis receiving drug treatment (chemotherapy) 

pH. range was 6.0•`7.0 namely marked difference from normal rdults can be recognized.

3. In the case of patients with lung tuberculosis receiving chemotherapy
, after drink

ing Yakult, pH. of their stool become equal with that of normal adults'. By drinking 

Yakult marked effect was recognized.


